
「震災を忘れない ～明日のために今始めよう～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もらい、「西中 HEROES」という名前が生まれました。このオリジナルクリアファイルを買っていいただくことで、震災募金を継続し

ていこうということです。 

先日は地域音楽祭で、演劇部が実写版「西中 HEROES」を演じ宣伝してくれたおかげで、３００枚販売することができました。各ク

ラスでも注文を取りましたが、これからも１１日には、生徒会本部が今までの募金同様、販売を続けていく予定です。また、春休みなど

には街頭募金も計画中です。４年前の生徒たちが「ずっと東北をサポートしていきたい。」と続けてきた募金を新しい形でこれからも受け

継いでいきたいと思います。                            （西中原中学校生徒会 評議員会 顧問） 

 

 

 

 ４年前の３月１１日、東日本大震災。当時プレハブ校舎だった西中原中学校は大きく揺

れ、信号、電車が止まり、テレビでは見たこともない津波の映像が流れました。百人一首大

会や球技大会も中止になり、自宅では計画停電が続く中、生徒会から「私たちにも何かでき

ないだろうか？」という声が上がりました。そして、毎月１１日に募金活動を行ってきまし

た。正門前で募金活動をしていると、生徒だけでなく、地域の皆さんも多くの方がご協力く

ださいました。  

１年後の評議員会で、「この募金を継続するためにスローガンを作ろう。」ということにな

りました。そして、「震災を忘れない～明日のために今始めよう～」このスローガンを掲げ、

これまで募金活動をしてきました。 

４年経つと、当時の生徒たちは高校生になり、また新しい生徒たちが西中原中学校を支え

ています。「何か新しい企画を考えたい。」という意見が生徒会本部から出てきました。そこ

でまた話し合い、生徒会のマスコットキャラクターのグッズを作って販売し、売り上げを募

金するという企画を立ち上げました。生徒全員にキャラクターの原案を募集し、投票で１年

９組白井由美さんのイラストが選ばれました。次に、各クラスからの案を元に全校投票して

もらい、「西中 HEROES」という名前が生まれました。このオリジナルクリアファイルを

買っていいただくことで、震災募金を継続していこうということです。 

先日は地域音楽祭で、演劇部が実写版「西中 HEROES」を演じ宣伝してくれたおかげ

で、３００枚販売することができました。各クラスでも注文を取りましたが、これからも１

１日には、生徒会本部が今までの募金同様、販売を続けていく予定です。また、春休みなど

には街頭募金も計画中です。４年前の生徒たちが「ずっと東北をサポートしていきたい。」

と続けてきた募金を新しい形でこれからも受け継いでいきたいと思います。               

（西中原中学校生徒会 評議員会 顧問） 

 

 


